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編集・発行

● みなくるバス
青バス湯の児線 とんとん峠下車 700m（徒歩約12分）

● JR 新水俣駅から5.5㎞
● 肥薩おれんじ鉄道 水俣駅から4.6㎞

国水研の動き
国立水俣病総合研究センター
（NIMD）のロゴマークについて
みなもとの、水。人と、ともにあるもの。空
と、緑と、海。その源となる、輝く水。母から
子へと受け継がれる生命。自然に照らさ
れ、その生命は輝きます。水俣病の被害
にあわれた方々。海とともに生きる生命、
自然環境。そして深刻な影響を受けた地
域社会。同じ過ちを二度と起こさないと
誓い、自然とともに人々が豊かに生きるために、私たちができるこ
とを全力で追及する。その思いを中心に、未来へ向けてすべての
方向を照らします。国立水俣病総合研究センターの使命をシンボ
ルマークに込めました。

NIMD　National Institute for Minamata Disease
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水俣病情報センター企画展示
～ 水銀モニタリング ～ 
水俣病情報センター１階展示室では、１月から「水銀モニタリング」に

関する情報を新たに展示しています。水俣地域や日本各地、世界で

実施しているモニタリングの目的や意義、どのような機材や方法で行

っているかなど、わかりやすく解説しています。この「拡がるNIMDの

活動展開」と題した企画展示、ぜひ常設展示と併せてご覧ください。

令和６年７月
～令和７年１月

長崎大学大学院プラネタリーヘルス
学環DrPHプログラム水俣フィールド
研修受入れ

天草市立綾南中学校教員研修受入れ

人吉市立第三中学校教員研修受入れ

九州地方環境事務所研修受入れ

ダンスと光の体験型イベント開催

「水俣」書道・絵画コンクール表彰式

札幌開成中等教育学校研修、
札幌旭丘高等学校研修受入れ

環境再生保全機構水俣研修受入れ

リハビリテーション技術講習会開催

UNEP研修受入れ

環境調査研修所環境問題史研修受入れ
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はじめに

国立水俣病総合研究センターの広報誌である、

「NIMD＋you」を手に取っていただきありがとうございます。

今号では、地域活動の一環として実施した書道展や職場体験、海外調査やフォーラム

および学会等、多数のイベントについてご紹介させていただきます。

また、研究室紹介では、環境・保健研究部 部長室（山元）と生態学研究室（吉野）の日々

の取組や成果についても紹介します。

今後も皆様のご意見などをお伺いしながら内容を充実させ、

情報発信を行っていきたいと思います。

引き続き、ご支援をよろしくお願いします。

みなもとの、水。

人と、ともにあるもの。

空と、緑と、海。

その源となる、輝く水。

母から子へと受け継がれる生命。

自然に照らされ、その生命は輝きます。

水俣病の被害にあわれた方々。

海とともに生きる生命、自然環境。

そして深刻な影響を受けた地域社会。

同じ過ちを二度と起こさないと誓い、

自然とともに人々が豊かに生きるために、

私たちができることを全力で追及する。

その思いを中心に、

未来へ向けてすべての方向を照らします。

国立水俣病総合研究センターの使命を

シンボルマークに込めました。

国立水俣病総合研究センターのロゴが新しくなりました！
新しくなったロゴとともに、
これからも国立水俣病総合研究センターをよろしくお願いいたします。

国立水俣病総合研究センターでは、小中高校生を対象とし

た出前授業や職業体験の受け入れ、健康保健に関する市

民講座の開催など地域での活動に取り組んでいます。こう

した地域活動の一環として、美しくよみがえった水俣の自

然や水俣の推しを小中高校生の皆さん、市民の皆さんに書

道と絵画で表現していただき、多くの方に見ていただくため

に「水俣」書道・絵画コンクールを実施しています。今年度

は書道・絵画へ２８４点のご応募があり、その中から優秀

作品を選出し、１１月６日（水）に水俣病情報センター講堂

にて表彰式を開催いたしました。来年度もコンクールを実

施する予定ですので、皆様のご応募をお待ちしております。

書道
の部

絵画
の部

最優秀賞

最優秀賞所長賞

特別賞

特別賞
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優秀賞の皆さん
・岩﨑 千夏さん 　 ・宮原 紬衣さん
・森山 いろはさん ・松本 歌蓮さん
・前田 莉百花さん ・森山 さくさん
・松岡 陽莉さん　  ・松村 娃春さん
・平野 心望さん 　 ・秋元 舞白さん
・竹本 一登さん　  ・坂﨑 珠李さん
・入江 凛愛さん　  ・小畑 明夕さん
・矢野 芙瑛妃さん ・長濵 楓さん
・伊藤 愛さん　　   ・鬼塚 咲和さん
・森田 璃愛さん　  ・小坂 寧々さん
・松本 彩来さん　  ・松村 陸さん
・古川 勇樹さん　  ・志水 奏多さん  

優秀賞の皆さん
・田中 麻雄さん 　 ・小山 佳子さん
・井上 蒼さん　　   ・宮川 聖梛さん
・永田 登大さん 　 ・山下 晴翔さん
・柏木 柚希さん　  ・鳥居 桜寿さん
・松内 皐太郎さん ・髙木 大幹さん
・望月 麻子さん
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2024年10月17日 (木) と18日 (金) の2日間に渡って、「メタルバイオサイエンス研究会

2024」が水俣市「もやい館」にて開催されました。本研究会は、日本毒性学会の部会で

ある生体金属部会が主催する学術研究集会で、研究会の名前 (メタルバイオサイエン

ス) に示しているように「金属と生体との関わり」についての総合的な理解を深め、金属

研究全般の発展に寄与することを目的としています。今回の研究会は国立水俣病総合

研究センターとの共催となりました。また、水俣での開催にちなみ、「温故知新：水俣で

語らう生体金属研究の未来」をテーマとして掲げ、例年の研究会に加え「語り部の会　

緒方正実会長による特別講演」、「水俣視察ツアー」を催し、水俣高校の生徒さん4名に

も水銀に関する研究についてご発表いただ

きました。参加者数は100名以上、発表演題

は57と盛況で、参加者の方からは「語り部さ

ん講演や水俣視察によって、机上で研究して

いるだけではなく歴史的経緯や社会的影響

を理解でき、自らの行っている研究の意義を

感じた。」というお声をいただきました。

９月１９日（木）及び２０日（金）に、水俣第一・水俣第二・袋中学校

に通う生徒さん３名が職場体験に来て下さいました。国水研では

ご自身の毛髪中水銀濃度の測定、リハビリテーションなどを体験

していただきました。また、研究所内だけではなく、地域リビング及

びMEGセンターにも出かけて様々な体験をしていただくことがで

きました。来年度も多くの生徒さんのご参加をお待ちしております。

2024年7月、南アフリカ・ケープタウンで開催された第16回国際

水銀会議に参加し、当センターの研究成果を発信しました。毛髪

水銀濃度の測定体験を通じて多くの方 と々情報交換し、水俣病

の語り部の方には水銀汚染の実態とその影響をお伝え頂きまし

た。これからも環境と健康を守るために、水俣と世界をつなぐ活

動を続けてまいります！

水俣市在住中学生の職場体験

メタルバイオサイエンス研究会2024
2024年9月中旬から2週間ほど、中米

ニカラグア共和国へ国際協力機構

（JICA）からの依頼で渡航してきまし

た。渡航内容は土壌/底質中のメチル

水銀濃度分析に関する分析技術向上

のための研修業務です。現地、ニカラ

グア自治大学付属水資源研究所

（CIRA）が中心となって、ニカラグア

周辺の6か国（コスタリカ、エクアド

ル、グアテマラ、エルサルバドル、ベ

リーズ、ホンジュラス）に水銀分析の

指導をJICA支援の中で積極的に行っ

ています。今回はCIRAの分析技術の

更なる向上を目指した結果、良い成果

を得ることができました。

ニカラグア調査

ICMGP2024開催

高校生ポスター賞 今回の研修でご一緒したCIRA職員の皆さん

フォーラム会場での意見交換 開催概要語り部によるお話

会 期

会 場

2024.10.17(木)　18(金)
水俣市総合もやい直しセンター

「もやい館」〒867-0005
熊本県水俣市牧ノ内3丁目1番地

国立水俣病総合研究センター 部長

国立水俣病総合研究センター 室長

藤村 成剛

水俣視察ツアー水俣視察ツアー
― 遺構をめぐり
　　歴史をたどる ―
― 遺構をめぐり
　　歴史をたどる ―

永野 匡昭副実行委員長

事務局

実行委員長

［ 研究会事務局 ］ 事務局：住岡 暁夫（主任研究員）、鵜木 隆光 (主任研究員)
国立水俣病総合研究センター内　〒867-0008 熊本県水俣市浜4058-18
TEL: 0966-63-3111　FAX: 0966-61-1145　
E-mail: secretary_o�ce@jsot-mbs2024.com

［ 登録受付係 ］ 株式会社センキョウ
TEL: 022-236-7161　FAX: 022-236-7163
E-mail: jsot-mbs2024@senkyo.co.jp

国立水俣病総合研究センター
水俣市、熊本県後 援

共 催

● 演題登録期間
5月8日（水）　8月16日（金）
● 事前参加登録期間
（早期）5月8日（水）　7月19日（金）
（後期）7月22日（月）　9月20日（金）

日本毒性学会 生体金属部会主催

メタルバイオサイエンス
研究会
メタルバイオサイエンス
研究会

温故知新
水俣で語らう生体金属研究の未来

2024

https://jsot-mbs2024.com/https://jsot-mbs2024.com/

＼参加無料／

国立水俣病総合研究センター 主任研究員
住岡 暁夫、 鵜木 隆光

ドキドキ

これで
あってる
かな？
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研 究 室国 水 研 の
N I M D  L a b o r a t o r y

生態学研究室
環境・保健研究部

環境・保健研究部 部長室
環境・保健研究部

部長
山元 恵

研究補助
尾上 真由美

研究補助
松木 美桃里 研究補助

工藤 めぐみ

室長
吉野 健児

研究室の取り組み・目的

研究内容 研究内容

研究室の取り組み・目的

採集したプランクトン、ベントスから魚類までを含む様々

な海洋生物は炭素・窒素安定同位体分析と水銀分析

を行います。炭素・窒素安定同位体を調べることで食

物網内での食う食われる関係や栄養段階が推定でき、

水銀分析の結果と合わせることで蓄積経路や生物濃縮

の程度などを評価できます。

水銀化合物の曝露に伴う健康影響には個人差が見られます。メチル水銀曝露に対するハイリスクグループとして、高濃度の

水銀に曝露したグループ、及び水銀に対する高感受性のグループが挙げられます。これらのグループにおいてはメチル水銀

への曝露を正確に把握し、健康影響に関する適切なリスク評価を行う必要があると考えられます。本研究室では、メチル

水銀曝露に対するハイリスクグループにおける曝露評価研究、及び感受性要因の解明を目指した実験研究を行っています。

水銀の人への主要な暴露源は汚染された魚介類の摂取です。ではその魚介類は生態系内のどういう経路で水銀に

汚染されるのか？どうしてある種は他の種に比べて高い水銀濃度示すのか？生態学研究室では海洋生物の水銀の蓄

積状況や蓄積経路の把握を大きな目的として、水俣湾を中心に野外での環境モニタリングや試料採集とそれらの分

析を行っています。

病態下におけるメチル水銀の代謝・動態を

明らかにすることを目的として、実験動物モ

デルを用いてメチル水銀の体内動態の解析

を行っています。

病態下におけるメチル水銀の代謝・
動態及び毒性発現に関する研究

「水銀に関する水俣条約」を踏ま

え、水銀の体内蓄積を評価する

ためのツールとなる生物試料中

の水銀の簡易分析技術の開発

を行っています（参照：日本分析

化学会「ぶんせき」2021年1月

号：https://www.jsac.or.jp/bunseki/pdf/bunseki2021/p21.pdf）。

また水銀汚染に関する環境問題を抱える国々から短期研修生を受け

入れ、将来それぞれの国で水銀分析や水銀への曝露評価を進めるこ

とができるようサポートしています。

水銀汚染に関する環境問題を抱える

地域の人々がどの程度水銀に曝露し

ているのか？を把握するための調査

研究を行っています。

生物試料中のメチル水銀の簡便な分析法の開発、及び
メチル水銀の曝露評価に関する調査研究

環境モニタリングと生物試料の採集 食物網内での水銀の生物濃縮

図：肥満におけるメチル水銀の体内動態

インドネシアにおける調査

水銀分析研修

篩上に残った底生生物底泥を篩でふるう様子

海洋生物の動態に影響を与える水温や塩分など、測器

を使用した環境パラメータのモニタリングのほか、船上

から特殊な機器を用いて採水や採泥を行います。泥中

に住むゴカイ類や貝類、甲殻類などの底生動物（ベント

ス）は篩を使ってある程度より分けた後、さらに実験室に

て個別に生き物を拾い出し、顕微鏡下で種の同定を行

います。こうした試料は生物環境の把握、水銀分析に用

いられます。

水質計を投下している様子
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